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謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を

　
　
　
　
　

申
し
上
げ
ま
す

村
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
健

や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
村
行
政

及
び
議
会
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

当
村
議
会
議
員
が
改
選
と
な
り
初
め
て
の
年

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
春
に
は
、
村
政
七
十
周

年
を
迎
え
る
な
ど
輝
か
し
い
年
で
も
あ
り
ま

す
。
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
一
年
が
村
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、

健
や
か
で
幸
多
き
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈

り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

令和７年
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平成 24 年度に農山漁村活性化プロ
ジェクト支援交付金で地域活性化に資
するため都市と農村の交流施設として
整備を行い、その他に公民館事業や学
校学習等でも使用していたが、その頻
度が減り、条例の目的である都市と農
村の交流としての機能が果たされてい
ない状況であるため、行政財産から普
通財産へ移行し、有効利用できるよう
条例を廃止するもの。

議案第３号　天栄村農村交流施設設置に関する条例を
　　　　　  廃止する条例の制定

PickUP!!

農村交流施設（智恵子邸）を行政財産から
普通財産へ

指定管理者の指定や保育所に関する工事
請負契約などを可決

令和６年 12 月定例会では、天栄村羽鳥湖畔オートキャンプ場の指定管理者の指定や令和６
年度天栄村一般会計補正予算など 19 議案（うち追加議案 12 件）が提出され、全議案が原案
可決となりました。

また、初日の３日と翌日４日には５名の議員が一般質問を行い、介護保険料と認知症予防
対策や湯本中学校の利活用などについて問いました。

12月定例会［会期］12月３日～９日まで

智恵子邸（湯本地区）

①条例廃止ではなく指定管理者制度を利用するための条例の改正などの考
えはなかったのか。
②この施設は、以前住んでいた方のご親族から、この施設を残すことを条
件に無償で寄付していただいているものであるため、そういう思いのある
建物を維持していくことを条例廃止後も確約できるのか。

【村長】
①村が施設を維持するより、民間の活力を利用しながら有効活用していただける体制づ
くりをすることが良いと判断させていただきました。
②茅葺き屋根の古民家をしっかり残して引き継ぐということを、今後しっかり確約を交
わしながら進めていきます。

吉成議員Q

A

3 天栄村議会だより
No.167



12 月定例会の主な審議内容

最低賃金法の改正と
中小企業支援の拡充を
求める意見書の提出に
ついて

最低賃金の底上げや中小企業の支援等、
一定の理解はできるが、現行の地域別最低
賃金制度を全国一律化することや最低賃
金をただちに 1,500 円以上にすることは、
現時点では困難であるため。

不採択

陳情書１件を受け付け、委員会での審査の結果を踏まえ、本定例会において不採択となりました。

産 業 建 設 常 任 委 員 会

１件の陳情を審査、不採択へ

天栄保育所の新築工事について、令和６年 11 月
29 日に行われた指名競争入札の結果を受け、地方自
治法の規定により議決を求めるもの。

● 契約の方法：指名競争入札
●  契 約 金 額 ：8億2,500万円
（うち取引にかかる消費税及び地方消費税の額7,500万円）
● 契約の相手方：白河市中山南5番地50
　　　　　　　株式会社兼子組
　　　　　　　代表取締役　兼子　聡

最低制限価格が設定されているが、最低制限価格は適正に算出されてい
るのか。

【健康福祉課長】
最低制限価格につきましては、村の最低制限価格の制度要領に基づき設定しており、

国県と同じ率を使用しています。こちらの内容については適正に設定したものと捉えて
います。

最低制限価格とは、建設工事等での入札において設けられ
る最も低い価格のことを指し、安全性と品質を確保するため
の制度です。

特に公共工事は、税金を使用して行われるため、入札価格
だけでなく工事の品質にも配慮が必要とされます。適正なコ
ストを確保し、品質の維持を図るために設定されるのが最低
制限価格です。

議案第 15 号
工事請負契約の締結について

天栄保育所新築工事契約金額8億2,500万円

Q

A

天栄保育所イメージ図

PickUP!!

吉成議員

最低制限価格とは？
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案件 番号 事　　　件 内　　　容 結果

議
案

１ 専決処分の報告及び
承認について

令和 6 年度天栄村一般会計補正予算
歳入歳出 1,157 万円追加
→衆議院議員総選挙にかかる費用など

承認

２ 工事請負契約の締結に
ついて

児渡安養寺線落石対策（一工区）工事
有限会社おおき建設工業 6,435 万円 原案可決

３ 令和６年度天栄村一般
会計補正予算について

歳入歳出 8 億 6,630 万円追加
→天栄保育所新築工事請負費などの増 原案可決

案件 番号 事　　　件 内　　　容 結果

議
案 １ 令和６年度天栄村一般

会計補正予算について
歳入歳出 7,207 万円追加
→物価高騰対応重点支援給付金（低所得者分）及び
　物価高騰対応生活支援商品券発行事業にかかる増

原案可決

令和６年第５回臨時会の議案審議結果  期日：11月11日

令和７年第１回臨時会の議案審議結果  期日：１月14日

番号 事 件 内 容 結果

議案

1 天栄村ひとり親家庭医療費の助成に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

子ども・子育て支援法等の一部を改
正する法律の施行に伴い、児童扶養
手当法施行令改正による所要の改正

原案可決

2 天栄村農業促進ハウス設置に関する条例を廃止する条例の制定に
ついて

天栄村農業促進ハウスを廃止するこ
とに伴う条例廃止 原案可決

3 天栄村農村交流施設設置に関する条例を廃止する条例の制定について 3ページPickUPへ掲載 原案可決

4 天栄村羽鳥湖畔オートキャンプ場の指定管理者の指定について 指定期間満了となるオートキャンプ
場の新たな指定管理者の指定 原案可決

5 令和６年度天栄村一般会計補正予算について 歳入歳出3,066万円を追加
戸ノ内地区ため池浚渫工事の増など 原案可決

6 令和６年度天栄村国民健康保険特別会計補正予算について 歳出の補正 原案可決
7 令和６年度天栄村水道事業会計補正予算について 収益的収入及び支出410万円の増 原案可決

8 財産の取得について（追認）
小学校教員用教科書の契約につい
て、議会の議決に付すべき契約及び
財産の取得又は処分に関する条例の
規定による議決を得ずに契約を行っ
ていたことが判明したため、議会の
追認を求めるもの
平成27年度、令和2年度、令和6年
度の契約について追認

原案可決

9 財産の取得について（追認） 原案可決

10 財産の取得について（追認） 原案可決

11 議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部
を改正する条例の制定について 県議会議員、県特別職等及び福島県

人事委員会の給与改定状況を踏ま
え、期末手当改定のため所要の改正 
上記の一般職の職員の給与改定に伴
い、会計年度任用職員の給料表の改
定

原案可決

12 村長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて 原案可決

13 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

14 会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正
する条例の制定について 原案可決

15 工事請負契約の締結について 4ページPickUPへ掲載 原案可決
16 令和６年度天栄村一般会計補正予算について

議案第11号～14号にかかる補正

原案可決
17 令和６年度天栄村国民健康保険特別会計補正予算について 原案可決
18 令和６年度天栄村水道事業会計補正予算について 原案可決
19 令和６年度天栄村下水道事業会計補正予算について 原案可決

12月定例会その他審議結果一覧表村
政
を 

問
う

答
弁
を
除
く
議
員
の
発
言
時
間
を
40
分
と
し
た
一
問

一
答
式
の
ス
タ
イ
ル
。
村
民
の
た
め
の
適
切
な
村
政

運
営
が
図
ら
れ
て
い
る
か
、
質
問
を
行
っ
て
い
ま
す
。

次ページ
から

一般質問

一
般
質
問
と
は
？
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介
護
保
険
料
の
改
定
内
容
と

他
市
町
村
の
比
較
は
。

保
険
料
の
基
準
額
は
月
額
６
，

５
０
０
円
と
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
６
年
の
制
度
改
正
に
お

い
て
、
保
険
料
の
階
層
が
全
体

で
13
段
階
と
な
り
、
高
所
得
者

の
保
険
料
負
担
が
増
え
た
状
況

に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
第
９
期
に
お
け
る
介

護
保
険
料
の
基
準
額
は
、
県
内

市
町
村
の
中
で
は
上
か
ら
22
番

目
と
な
っ
て
い
ま
す
。

天
栄
ホ
ー
ム
の
入
所
希
望
待

機
者
は
、今
現
在
何
人
い
る
の
か
。

天
栄
ホ
ー
ム
の
入
所
待
機
者

は
、
現
在
6
名
で
す
が
、
入
所
を

保
留
す
る
方
も
い
る
た
め
、
待
機

者
が
減
少
し
な
い
状
況
で
す
。

認
知
症
予
防
対
策
は
、
ど
の

よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

認
知
症
に
繋
が
る
高
齢
者
の

「
閉
じ
こ
も
り
」
を
防
止
す
る
た

め
、
筋
力
・
体
力
の
維
持
向
上

と
脳
の
活
性
化
を
促
す
運
動
教

室
等
の
認
知
症
予
防
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

校
舎
を
利
用
し
た
い
企
業
が

あ
る
の
か
。

ま
た
、
現
在
の
進
捗
状
況
は
。

学
校
法
人
と
し
て
通
信
制
の

高
校
を
設
置
し
て
利
用
し
た
い

と
い
う
話
が
き
て
お
り
、
当
該

法
人
が
学
校
の
設
置
に
向
け
、

福
島
県
と
協
議
を
進
め
て
い
る

と
伺
っ
て
い
ま
す
。

湯
本
地
区
住
民
と
の
話
し
合

い
は
し
た
の
か
。

話
し
合
い
は
令
和
5
年
に
2

回
実
施
し
、
当
該
法
人
と
福
島

県
と
の
協
議
が
進
み
、
設
置
計

画
に
つ
い
て
、
お
示
し
で
き
る

段
階
に
な
っ
た
際
に
は
、
改
め

て
ご
説
明
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

消
防
団
の
報
酬
及
び
中
型
免

許
取
得
に
つ
い
て
質
問
し
た
が
、

そ
の
後
検
討
し
た
の
か
。

本
部
役
員
の
報
酬
に
つ
い
て

は
、
本
部
役
員
会
の
中
で
特
に

ご
意
見
や
要
望
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

準
中
型
免
許
取
得
及
び
オ
ー

ト
マ
限
定
解
除
に
要
す
る
費
用

の
補
助
に
つ
い
て
は
、
令
和
7

年
度
か
ら
の
実
施
に
向
け
て
検

討
を
進
め
ま
す
。

議 

員

議 

員

議 

員
議 

員

議 

員

議 

員
村 

長
村 

長

村 

長

村 

長
村 

長

村 

長

介護保険料と認知症予防対策の
現状はQ

介護保険料の階層が変更、
認知症予防事業を各種実施A

湯
本
中
利
活
用
の

進
捗
状
況
は

Q
通
信
制
の
高
校
を

設
置
し
た
い
と
い
う

法
人
よ
り
提
案

A

消
防
団
員
の

中
型
免
許
の
補
助
は

検
討
し
た
の
か

Q
費
用
補
助
に
つ
い
て

令
和
７
年
度
か
ら
の

実
施
に
向
け
検
討

A

服
部
　
　
晃 

議
員

6番

村
政
を
問
う

①
介
護
保
険
料
と
認
知
症
予
防
対
策
に
つ
い
て

②
湯
本
中
閉
校
に
伴
う
利
活
用
に
つ
い
て

③
消
防
団
員
の
報
酬
と
中
型
免
許
の
６
月
定
例
会
後
の
進
捗
に
つ
い
て
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デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
今

後
ど
の
よ
う
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
進
め
て
行
く
の
か
伺
い
た
い
。

村
で
は
「
自
治
体
情
報
シ
ス

テ
ム
の
標
準
化
」、「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
」、「
行

政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
」
等

を
重
点
的
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

村
公
式
L
I
N
E
に
よ
る
行

政
情
報
の
配
信
、
各
種
証
明
書

の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
、
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
の
ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
た
引
っ
越
し
手
続
き
な

ど
を
実
施
し
、
12
月
か
ら
は
「
書

か
な
い
窓
口
」
の
運
用
を
開
始

し
ま
し
た
。

今
後
は
、「
ス
マ
ホ
教
室
」
の

継
続
な
ど
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が

デ
ジ
タ
ル
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ

る
村
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得

率
向
上
の
取
り
組
み
と
近
隣
市

町
の
状
況
は
ど
う
か
。

村
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
取
得
率
は
10
月
末
現
在
86
・

９
％
、
取
得
率
向
上
の
た
め
、

休
日
窓
口
や
自
分
で
申
請
に
来

ら
れ
な
い
方
へ
の
訪
問
受
付
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

近
隣
市
町
で
は
須
賀
川
市

80
・
８
％ 

鏡
石
町
82
・
３
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

庁
舎
内
D 

X
推
進
の
現
状
は

ど
う
か
。

本
年
度
、
県
の
「
I
C
T
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
市
町
村
派
遣
事
業
」

を
活
用
し
た
職
員
向
け
の
D 

X

推
進
研
修
会
を
開
催
し
、
す
べ

て
の
職
員
が
D 

X
の
必
要
性
を

理
解
し
、
変
革
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

更
に
住
民
の
利
便
性
を
向
上

さ
せ
て
い
く
取
り
組
み
は
あ
る

の
か
。

今
年
度
、
各
課
に
係
長
以
下

の
若
手
職
員
に
よ
る
「
D 

X
推

進
員
」
を
配
置
し
、
全
庁
一
丸
と

な
っ
て
横
断
的
に
D 

X
の
取
り

組
み
を
進
め
る
た
め
推
進
体
制

を
構
築
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
は

「
D 

X
推
進
員
」
を
中
心
に
各
業

務
の
洗
い
出
し
を
行
い
、
業
務

の
効
率
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
住
民
に
と
っ

て
利
便
性
が
高
い
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
実
現
す
る
た
め
、
オ
ン
ラ

イ
ン
化
を
推
進
し
て
き
ま
し
た

が
、
更
な
る
利
便
性
向
上
に
向

け
、
定
期
的
な
勉
強
会
を
開
催

し
な
が
ら
便
利
で
暮
ら
し
や
す

い
村
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議 

員

議 

員

議 

員

議 

員

村 

長

住
民
課
長

「天栄村デジタルトランスフォーメー
ション（DX）」推進についてQ

身近にデジタル恩恵を受けられる
仕組みを構築するA

企
画
政
策
課
長

企
画
政
策
課
長

11 月より導入された「書かない窓口」

馬
場
　
吉
信 

議
員

4番

村
政
を
問
う

①
今
後
の
天
栄
村
に
お
け
る
D
X
推
進
に
つ
い
て
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ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
協
議
会
の

活
動
の
内
容
と
ブ
ラ
ン
ド
と
し

て
認
定
し
て
い
る
産
品
は
ど
の

よ
う
な
基
準
を
持
っ
て
選
定
さ

れ
て
い
る
の
か
。

お
米
を
中
心
と
し
た
村
内
の

農
産
物
の
普
及
P 

R
、
天
栄
米

の
食
味
コ
ン
ク
ー
ル
の
開
催
、

国
際
大
会
へ
の
参
加
、
新
規
作

物
等
の
実
証
事
業
な
ど
の
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
認
定
し
て

い
る
産
品
及
び
基
準
に
つ
い
て

は
定
め
て
い
ま
せ
ん
。

ブ
ラ
ン
ド
産
品
の
認
定
基
準

を
今
後
作
っ
て
い
く
の
か
。

生
産
量
、
品
質
な
ど
基
準
と

な
る
要
素
を
判
断
し
今
後
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

ヤ
ー
コ
ン
な
ど
減
少
し
て
い

る
産
品
つ
い
て
は
今
後
ど
の
よ

う
な
対
策
を
と
っ
て
い
く
の
か
。

特
別
栽
培
の
認
証
や
ス
テ
ビ

ア
を
使
っ
た
栽
培
な
ど
、
差
別

化
が
図
ら
れ
て
い
る
部
分
を

P 

R
し
、
新
規
の
栽
培
者
を
増

や
せ
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

天
栄
米
、
長
ネ
ギ
、
ヤ
ー
コ

ン
な
ど
の
産
品
を
村
内
の
道
の

駅
や
食
堂
な
ど
で
食
べ
ら
れ
る

メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
を
行
う
こ
と

は
出
来
る
か
。

道
の
駅
で
は
天
栄
米
や
長
ネ

ギ
な
ど
、
村
内
の
農
産
物
の
使

用
を
前
向
き
に
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て
は
農
産

物
だ
け
で
は
な
く
、
加
工
品
や
お

菓
子
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
認

証
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
ア
イ
テ

ム
と
し
て
単
品
だ
け
で
は
な
く
、

組
み
合
わ
せ
る
な
ど
し
て
、
一
年

を
通
じ
村
の
産
品
を
楽
し
め
る
ア

イ
テ
ム
作
り
を
し
て
は
ど
う
か
。

今
ま
で
は
組
み
合
わ
せ
の
商
品

は
少
な
い
の
で
、
今
後
は
組
み
合

わ
せ
に
よ
り
商
品
の
数
を
増
や
す

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

令
和
８
年
度
か
ら
３
年
間
続

く
米
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー

ル
国
際
大
会
は
ど
の
よ
う
に
進

め
ら
れ
る
の
か
。

ま
た
、
コ
ン
ク
ー
ル
に
向
け

審
査
の
準
備
に
向
け
た
設
備
等

の
強
化
は
図
る
の
か
。

コ
ン
ク
ー
ル
に
向
け
8
月
に

須
賀
川
岩
瀬
で
実
行
委
員
会
が

発
足
し
て
お
り
、
村
内
で
は
研

究
会
を
中
心
に
技
術
の
向
上
を

図
っ
て
い
ま
す
。

コ
ン
ク
ー
ル
に
向
け
設
備
の

更
新
等
を
前
向
き
に
進
め
、
さ

ら
に
ブ
ラ
ン
ド
産
地
化
に
向
け

良
食
味
の
米
の
生
産
が
で
き
る

よ
う
準
備
を
し
て
い
き
ま
す
。

議 

員

議 

員

議 

員

議 

員

議 

員

議 

員

村 
長

村 

長

産
業
課
長

産
業
課
長

産
業
課
長

産
業
課
長

天栄村の特産品

企
画
政
策
課
長

ブランド産品の認定基準を
今後作っていくのかQ

生産量、品質など基準となる要素を
判断し今後検討していきたいA

吉
成
　
邦
市 

議
員

3番

村
政
を
問
う

①
村
内
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て
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各
行
政
区
か
ら
の
選
任
が
困

難
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
が
、

担
い
手
の
確
保
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

活
動
内
容
の
見
直
し
を
行
い
、

会
員
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
情
勢

を
見
極
め
、
村
交
通
対
策
協
議

会
な
ど
と
連
携
を
図
り
、
今
ま

で
の
活
動
を
継
続
し
つ
つ
、
体

制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

会
則
に
は
母
親
・
そ
の
他
、

こ
の
会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
女

性
と
な
っ
て
い
る
が
、
例
え
ば

男
女
区
別
な
く
入
会
し
て
い
た

だ
き
「
交
通
安
全
父
母
の
会
」

と
名
称
を
か
え
て
人
員
確
保
を

し
て
い
く
こ
と
は
。

組
織
的
に
は
福
島
県
「
交
通

安
全
母
の
会
」
が
あ
り
、
そ
ち

ら
と
の
兼
ね
合
い
も
ご
ざ
い
ま

す
の
で
今
後
、
協
議
し
て
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

組
織
の
ス
リ
ム
化
・
活
動
の

簡
素
化
に
取
り
組
ん
で
、
村
民

の
負
担
軽
減
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

出
か
け
る
手
段
の
な
い
交
通
弱

者
は
増
加
し
続
け
て
お
り
、「
過

疎
地
向
け
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
」
が
取

り
ざ
た
さ
れ
て
い
る
が
村
の
対
応

を
伺
い
た
い
。

過
疎
地
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
に
つ
き
ま

し
て
は
、
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
事
業
者

に
よ
る
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が

困
難
な
交
通
空
白
地
で
の
導
入
が

認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
大
き
な

役
割
を
果
た
す
も
の
と
認
識
し
て

い
ま
す
が
、
村
は
、
交
通
空
白
地

に
は
該
当
せ
ず
、
導
入
す
る
こ
と
は

極
め
て
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

過
疎
地
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
と
日
本

版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
違
い
を
伺
い

た
い
。

日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
は
タ
ク

シ
ー
会
社
が
実
施
主
体
に
な
り
、

タ
ク
シ
ー
が
不
足
す
る
地
域
・
時

期
・
時
間
帯
に
お
い
て
地
域
の
一

般
ド
ラ
イ
バ
ー
が
自
家
用
車
を
使

い
有
償
で
実
施
す
る
も
の
で
す
。

過
疎
地
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
は
実
施

主
体
が
市
町
村
・
N
P
O
法
人
・

観
光
協
会
や
商
工
会
な
ど
各
種
団

体
が
実
施
主
体
に
な
り
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
一

環
と
し
て
導
入
さ
れ
て
い
る
も
の

で
、
低
料
金
の
運
送
サ
ー
ビ
ス
が

で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
タ
ク
シ
ー
会
社
の
動
向

を
見
な
が
ら
総
合
的
に
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
だ
け
で
は
な
く
交
通
弱
者

の
足
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

議 

員
議 

員

議 

員

議 

員

議 

員

村 

長

村 

長

総
務
課
長

企
画
政
策
課
長

過
疎
地
向
け
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
検
討
を

Q
交
通
弱
者
の
足
の
確
保
に
努
め
る

A

交通安全キャンペーンでの活動（西郷地区）

交通安全母の会の担い手確保はQ

活動を継続し、体制の在り方を検討A

齋
藤
　
寿
昭 

議
員

1番

村
政
を
問
う

①
交
通
安
全
母
の
会
の
担
い
手
確
保
に
つ
い
て

②
過
疎
地
向
け
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
に
つ
い
て
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過
去
数
年
間
の
受
診
率
の
統

計
と
人
間
ド
ッ
ク
補
助
金
の
申

請
率
は
ど
の
く
ら
い
な
の
か
。

過
去
数
年
の
受
診
率
に
つ
い

て
は
、
別
表
の
と
お
り
で
す
。

令
和
６
年
度
の
人
間
ド
ッ
ク
申

請
者
は
、
国
保
1
0
0
名
募
集

に
対
し
て
64
人
、
後
期
高
齢
者

15
名
に
対
し
て
13
名
で
し
た
。

受
診
率
が
低
い
が
、
村
と
し

て
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

集
団
検
診
の
未
受
診
者
に
対

し
て
は
、
施
設
検
診
を
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
各
医
療
機
関
に
て
集

団
検
診
と
同
じ
検
診
を
受
け
る

こ
と
が
可
能
な
た
め
、
そ
ち
ら
を

受
診
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

今
後
は
男
女
間
・
年
齢
間
・

地
域
間
で
の
統
計
を
取
り
、
受

診
率
の
低
い
方
た
ち
を
把
握
し

て
受
診
率
の
向
上
に
努
め
て
い

た
だ
き
た
い
が
、
村
の
考
え
は
。

受
診
率
が
低
い
若
い
人
こ
そ
、

身
体
の
悪
い
数
値
も
進
行
が
早

い
と
聞
き
ま
す
の
で
、
若
い
人

た
ち
に
受
診
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
村
か
ら
も
周
知
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

村
内
の
子
供
た
ち
の
身
長
・

体
重
の
村
内
、
他
市
町
村
で
の

比
較
は
あ
る
の
か
。

ま
た
、
児
童
数
が
減
少
し
複
式

学
級
も
あ
る
中
で
、
学
校
間
・
全

国
平
均
で
学
力
差
は
あ
る
の
か
。

本
村
の
肥
満
傾
向
の
割
合
は
、

小
・
中
学
校
児
童
生
徒
の
男
子
・

女
子
と
も
に
福
島
県
全
体
の
割

合
を
上
回
っ
て
い
る
状
況
で
あ

り
ま
す
。

学
力
に
つ
き
ま
し
て
は
、
福

島
県
教
育
委
員
会
で
小
学
校
４

年
生
か
ら
中
学
校
２
年
生
ま
で

を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
、「
ふ

く
し
ま
学
力
調
査
」
の
結
果
で

は
、
ど
の
学
年
も
県
と
同
等
に

伸
び
て
い
ま
す
。

県
内
の
子
供
の
肥
満
は
県
内

６
年
連
続
全
国
平
均
超
え
と
な

り
、
都
道
府
県
別
で
６
、
16
、

17
歳
を
除
い
た
各
年
齢
で
ワ
ー

ス
ト
10
位
に
入
っ
て
い
る
。
そ

こ
で
村
内
の
子
供
た
ち
は
何
か

体
力
づ
く
り
等
の
運
動
の
取
り

組
み
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

各
小
学
校
で
は
休
み
時
間
に

全
校
生
に
て
マ
ラ
ソ
ン
タ
イ
ム

記
録
会
で
運
動
す
る
時
間
を
設

け
た
り
、
外
遊
び
を
推
奨
し
た

り
す
る
な
ど
体
力
づ
く
り
向
上

に
向
け
て
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
小
・
中
学
校
で
は

帰
宅
後
の
食
事
の
と
り
方
に
つ

い
て
も
指
導
を
実
施
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

定期健康診断の受診率が低いと思う
が村の考えはQ

若年層の受診率が低いため集団検診
や施設検診の周知を図るA

村
内
の
子
供
た
ち
の
学
校
間
・
全
国
平
均
で

学
力
差
は
あ
る
の
か

Q
ふ
く
し
ま
学
力
調
査
の
結
果
で
は
、

ど
の
学
年
も
県
と
同
等
に
伸
び
て
い
る

A

議 

員
議 

員

議 

員

議 

員

議 

員
村 

長
健
康
福
祉
課
長

健
康
福
祉
課
長

教
育
長

教
育
長

年度
特定健康診査

40 歳～ 74 歳
（国保加入者のみ）

後期高齢者
健康診査

75 歳以上

受
診
率

令和元年度 48.6 ％ 24.5 ％

令和２年度 33.1 ％ 15.2 ％

令和３年度 46.7 ％ 15.0 ％

令和４年度 41.9 ％ 19.8 ％

令和５年度 39.7 ％ 20.3 ％

⃝（別表）年度別健康診査受診率

石
塚
　
喜
𠮷 

議
員

2番

村
政
を
問
う

①
定
期
健
康
診
断
の
受
診
率
は

②
子
供
（
小
・
中
学
生
）
た
ち
の
成
育
・
学
力
に
他
市
町
村
と
の
差
は
あ
る
の
か
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岩瀬地方町村議会議員協議会（鏡石町と天栄
村議会議員 22 名で構成）において、視察研修
を実施しました。

山形県河北町は、山地と米沢盆地に囲まれた
町で、さくらんぼや桃などの果物が特産品と
なっています。

タブレットを活用した議会運営や議会懇談会
の活動について視察し、現在の状況や導入効果、
課題点などについて説明を受け、説明終了後の
質疑応答では、活発な意見交換が行われました。

令和 6 年 12 月 11 日議長室にて、村商
工会及び村観光協会、村観光商業協同組合
より、新年度における商工観光に関する要
望書の提出がありました。

新年度補助金の要望や施設の修繕などが
挙げられ、現在の状況や今後の課題につい
て意見交換を行いました。要望書の提出を
受け、大須賀議長は「執行部と共に村の商
工観光活性化に向け努めていく」と述べま
した。

福島県町村議会議長会と岩瀬地方町村議会議長会が主催する地方自治研究交流セミナーが鏡石町健
康福祉センターにて開催されました。

天栄村・鏡石町の議員が参加し、福島大学人間発達
文化学類教授である牧田実氏を講師に招き、「地方議会
と住民参加―住民の視点をどういかすか―」というテー
マで講演が行われました。住民参加に関する制度の説
明や地域自治区制度などについて、事例を踏まえなが
らご講演いただきました。

また、セミナー終了後にはコンプライアンス研修を
併せて開催し、自治体議員が気をつけなければいけな
いコンプライアンスについて、事例などを確認しなが
ら、研修を行いました。

山形県河北町の議会改革の取り組みについて視察

新年度における要望書を受領

議会の住民参加についてディスカッション

令和６年11月７～８日

令和６年12月11日

令和６年12月19日

▶岩瀬地方町村議会議員協議会視察研修

▶村内３団体より令和７年度要望書提出

▶地方自治研究交流セミナー及び自治体議員コンプライアンス研修

村観光協会による要望

セミナーでの質問の様子

河北町役場前にて

議会 議員・ の活動

11 天栄村議会だより
No.167



令和７年１月９日▶賀詞交歓会

村
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
新
年
早
々
に
能
登
半
島

地
震
や
様
々
な
自
然
災
害
が
発
生

し
た
年
で
し
た
が
、
そ
の
中
で
も

Ｗ
Ｂ
Ｃ
・
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
メ

ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
で
日
本
人
が
大
活

躍
し
た
事
が
日
本
中
に
勇
気
と
希

望
を
与
え
、
皆
さ
ん
を
笑
顔
に
し
て

く
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
今
年
も

明
る
い
話
題
が
引
き
続
き
多
い
こ

と
を
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、「
議
会
だ
よ
り
」
に
つ
き

ま
し
て
、
よ
り
分
か
り
易
い
よ
う
工

夫
を
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
意

見
・
ご
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

本
年
も
皆
様
に
と
り
ま
し
て
良

い
お
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。（
齋
藤
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

⃝

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
委
員
長　
　
馬
場　
吉
信

　
　
副
委
員
長　
　
石
塚　
喜
𠮷

　
　
委

員　
　
円
谷　
　
要

　
　
委

員　
　
吉
成　
邦
市

　
　
委

員　
　
齋
藤　
寿
昭

あなたも議会を
傍聴してみませんか？

☎82-2101

定例会は3月、6月、9月、12月に
行われます。詳しくは議会事務局
へお問い合わせください。

議会のホームページを
ご覧ください

議会のホームページが開設され
ています。議会の概要、平成27
年以降の会議録、議会だよりが
掲載されています。

天栄村ホームページトップ
https://www.vill.tenei.fukushima.jp/site/gikai/

天栄村議会 をご覧ください。

天栄村議会

豊かで活力のある村づくりの一助として意見交換

挨拶をする大須賀議長

議会 議員・ の活動議会 議員・ の活動

令和７年天栄村賀詞交歓会は１月９日㈭午後４
時から、村山村開発センターにて開催されました。

年頭のあいさつでは、大須賀議長が村議会を代
表し「天栄村が誕生してから 70 周年を迎える記
念すべき年。次世代を担う若者が住みたい、住み
続けたい地域にする環境づくりや施策の実施に向
け、我々も研鑽を重ね、より魅力ある天栄村とす
るため活動を進めていく。」とあいさつしました。

添田村長や来賓らによる鏡開きを行った後、円
谷副議長の発声で乾杯し、出席者らは活発に意見
交換を行い、懇親を深めていました。

　表紙の写真は、上松本区の戸ノ内屋敷で行
われたどんど焼きの様子です。
　どんど焼きは、日本の伝統的な行事で、正
月飾りや書初め、破魔弓など、それまでに使っ
た神聖なものをたいて神様に感謝の気持ちを
伝え、無病息
災を祈るとい
うものです。
　また、その
火で焼いた餅
を食べると風
邪をひかない
と言われてい
ます。
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